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国法ハンドブック 全 12 巻 
Handbuch des Staatsrechts. 12 Bde. 

 

Kischel, Uwe / Kube, Hanno (Hrsg.), Handbuch des Staatsrechts. 12 Bde. 2023 - 
(C. F. Müller, GW) <100-6451> 
ISBN 978-3-8114-5975-5 Geb. Zus ¥625,515 (税込) 

（継続の打ち切りはできません） 

 
ドイツ公法の重要基本文献 

 
C.F. Müller の Handbuch des Staatsrechts は 1987 年に初版

が刊行されて以来、第 3 版まで刊行され、長年にわたってドイツ

国法研究の中心的な文献として重要な役割を担ってきました。本

書はその新版にあたる新しいハンドブックで、グライフスヴァル

ト大学の Uwe Kischel とハイデルベルク大学の Hanno Kube を

中心とした、ドイツ国内外 200 人以上の研究者が編集に携わって

います。 
 
本書は国家共同体の基盤としての国法の維持と徹底的な考察

に取り組んでおり、国法の将来の重要なテーマについても包括的

な全体像を提供します。また、本書は法適用及び政治にとって学

術レベルで刺激を与えるものであり、国内外の学術および実務に

おいて先進的かつ革新的な解決策を展開します。 
 
各巻は、基本原則、国家機関、国家の機能、基本権の一般理論、自由および平等の基本権など、

ドイツ国法のさまざまなトピックを広くカバーしています。ドイツ国法のヨーロッパおよび国

際的な関連も強調しており、特に世界中の憲法制度およびヨーロッパ法との多様な相互作用を

考慮し、ドイツから外への視点と、ドイツに対する外部からの視点の両方を反映しています。 
 
さらに、本書は学際的に設計されており、他の法学分野や政治学、歴史、哲学、社会学、経済

学といった他の学問分野との関連についても考察しています。 
 
 本書は全 12 巻で構成され、2023 年秋から年 1 巻のペースで発行される予定となっており、

各巻のみで分売も可能です。ドイツ法、ドイツ国法、公法、憲法学に関心を持つ研究者・研究室

に必備のハンドブックとしてお勧めいたします。 
 
 



 
既刊および近刊タイトル

 
【好評発売中】 国法ハンドブック 第1巻 
Kischel, Uwe / Kube, Hanno (Hrsg.), 
Handbuch des Staatsrechts. Band I:  
Grundlagen, Wandel und Herausforderungen.  
XII, 1046 S. 2023 (C. F. Mueller, GW) <728-560> 
 
ISBN 978-3-8114-5968-7 *Geb ¥61,325 (税込) 
 
 
第1巻は、本ハンドブックの基本思想を定式化し、第2巻以降

で再び取り上げられることになる多様な側面に焦点を当ててい
ます。また、今日の課題と国家法の将来のテーマを明らかにし
ています。 
 
 欧州化、国際化、グローバル化の印象の下での国家性の変化 
 憲法と国法学自体の変化、学際性を背景とした憲法ドグマ－ティクの独立性 
 連邦憲法裁判所の役割 
 外国での議論におけるドイツ憲法の意義 
 
 
【近日刊行】 国法ハンドブック 第2巻 
Kischel, Uwe / Kube, Hanno (Hrsg.), 
Handbuch des Staatsrechts. Band II:  
Gewinnung und Grundprinzipien des Staatsrechts.  
1100 S. 2024:8 (C. F. Mueller, GW) <728-561> 
 
ISBN 978-3-8114-6176-5 Geb ¥61,325 (税込) 
 
 
憲法の制定や改正、解釈、外国の憲法との比較など、国法の

成立と発展に関する寄稿が含まれています。また、下記のよう
な国法の包括的な基本原則に関する寄稿も含まれています。 
 
 人間の尊厳、自由、平等について 
 法治国家、権力分立、比例性原則について 
 社会国家、連邦国家および自治について 
 ヨーロッパ法・国際法親和性について 
 国家と社会について 
 書かれていない憲法の前提条件について 
 
 
国法ハンドブック 第3巻 
Band III: Demokratie (2025) 
 
国法ハンドブック 第4巻 
Band IV: Staatsorgane des Bundes (2026) 
 
(以下続刊) 


